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上三川町公共施設等照明設備ＬＥＤ化事業に関する公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

本町では２０５０年までに二酸化炭素などの温室効果ガスの排出量実質ゼロを目指す「ゼロカーボ

ンシティ宣言」を表明し、ゼロカーボンシティを実現するための行政の率先行動を定めた実行計画とし

て「上三川町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」を策定したところである。 

同計画では、本町の率先的行動として公共施設において高い省エネ効果を有するＬＥＤ照明の導

入を目指している。これに加えて、令和９年末までに蛍光ランプの製造・輸出入の禁止されることから、

蛍光灯からＬＥＤ照明への着実な更新が必要となっている。 

本町としては、令和９年３月までに照明設備を速やかにＬＥＤ照明に更新するにあたり、公募型プロ

ポーザル方式により、民間事業者から優れたノウハウを生かした提案を受け、最適な事業者を選定す

る。 

事業実施の方式は、施設ごとの特性に合わせた照明器具の選定や施工に関して一括提案をするＤ

Ｂ方式、またはそれに維持管理を含み一括提案するＤＢＯ方式とし、これらの方式により本事業を実

施する事業者を広く募集するものである。 

本公募は、本プロポーザル方式により選定した事業者等と契約を行う。ただし、予算が成立しなか

った場合、本公募は無効となる。 

 

２ 業務の概要 

(1) 業務の名称   上三川町公共施設等照明設備ＬＥＤ化事業 

(2) 業務内容    「上三川町公共施設等照明設備ＬＥＤ化事業仕様書」のとおり。 

(3) 契約想定金額  提案による。（消費税及び地方消費税を含む） 

契約金額は、受託候補者が提出した見積書の金額を上限とするが、契約

に係る協議の際に本町の指示による内容変更が生じた場合はこの限りで

はない。 

(4) 履行期限    契約締結の日から令和９（２０２７）年３月３１日まで 

(5) 対象施設    仕様書「別表１ 対象公共施設一覧表」のとおり 

 

             

３ 受託者選定方法 

公募によるプロポーザル方式 

 

４ 参加資格 

本公募に参加することができる者は、単独企業又は複数企業の構成員で構成される共同企業

体のいずれかであって、次に掲げる条件を全て満たしている者とする。ただし、企画提案日（プレ

ゼンテーションの日）までに参加資格要件を満たさなくなったときはプロポーザルに参加すること

はできない。 
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（１） 共通する参加資格要件 

ア 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項各号に規定する欠格事項に

該当しないこと。 

イ 上三川町入札参加資格者名簿に記載されていること。 

ウ 上三川町建設工事等請負業者指名停止基準に基づく指名停止措置を受けていないこと。 

エ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平

成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていない者であること。ただし

手続き開始の決定後、町長が別に定める入札参加資格の再認定を受けた者は除く。 

オ 経営状況、経営規模において契約の履行に支障がない企業であること。 

カ 申請者及び申請者の役員、申請者の使用人、申請者の経営に事実上参加している者が、上

三川町暴力団排除条例（平成２４年上三川町条例第３０号）第２条に規定される暴力団、暴力

団員、暴力団員等、または上三川町暴力団排除条例施行規則第２条に規定される密接関係者

でないこと。 

キ 代表企業または企業の構成員が直近５年度（令和２年度から令和６年度）に、国又は地方公

共団体等の発注によるＬＥＤ化の実施に関する事業を、元請として受注、契約、履行中又は履

行した実績を有する者であること。同種事業とは「公共施設のＬＥＤ照明に関する事業もしくは

ＬＥＤ化工事を含む改修事業」とする。 

ク 「実施体制調書（様式５）」に記載された代表団体、構成団体は他の参加者の代表団体及び構

成団体を兼ねることは出来ない。 

（２） その他、推奨事項等 

施工、保守・維持管理は、町内に本社又は事業所を置く電気工事業者を積極的に活用するこ

と。また、町内に本社又は事業所を置く電気工事業者を活用する場合には、「実施体制調書（様

式５）」にその旨を記載し、各々の役割を明確にすること。 

     

５ 現地調査及び質問受付、回答 

 (1) 現地調査及び受付期間 

   令和７年９月３日（水）から令和７年９月１２日（金）午後５時まで 

 (2) 現地調査方法 

   「現地調査参加申込書（様式３）」に記載のうえ、電子メールにより提出すること。 

・現地調査は、１施設当たり最大６０分程度を予定する。なお、使用中等により、調査時間内

に立ち入りが不可能な部屋・エリアがあることが想定される。 

・現地調査は既設の器具の位置や形状といった目視による概要の確認を目的としている。 

・参加人数は各社１名とし、屋内ではマスク着用とする。 

・現地調査は２社以上の合同で実施する場合がある。 

・現地調査を考慮した服装とし、徽章等から企業名が分からないように配慮すること。 

・現地調査は任意とし、本プロポーザル参加にあたって現地調査への参加は必須ではない。  

(3) 質問提出方法 
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   質問書（様式７）を用い、電子メールで下記のメールアドレス宛てに提出すること。 

   なお、電話及び直接来庁による質問には応じない。 

 (4) 質問に対する回答 

   令和７年９月１７日（火）までに、このプロポーザルへの参加を承認した事業者全員に対し、参加

表明書に記載されたメールアドレス宛てに電子メールで回答するものとする。 

 (5) 提出先  

   上三川町 建築課 住宅係 担当：川島、伊藤 

   住 所：〒３２９-０６９６ 上三川町しらさぎ一丁目１番地 

   電 話：０２８５-５６-９１４５(直通)  

   E-mail：kenchiku01@town.kaminokawa.lg.jp 

 

６ 参加表明受付   

参加予定者は、下記の提出書類を提出すること。 

 (1) 提出書類    

  ア プロポーザル参加表明書（様式１。以下「参加表明書」という。） 

  イ 会社概要書（様式３） 

  ウ 業務経歴書（様式４） 

  エ 誓約書（様式６） 

  オ 直前年度の財務諸表 

  カ 納税証明書 

    町税（納税義務がある場合）、税務署で発行する法人税、消費税及び地方消費税の納税証

明書（参加表明をする日の３ヶ月以内に発行のもの） 

  キ 商業登記簿謄本（参加表明をする日の３ヶ月以内に発行のもの） 

 (2) 提出部数   各１部 

 (3) 提出方法 

   持参又は郵送等により、提出すること。持参の場合は事前に下記「５（５）提出先」に電話連絡の

上、持参すること。郵送等の場合は、提出期間内必着とする。この際、書留郵便等の手渡しで

配達される方法を用い、到着の有無について提出先に確認のこと。 

 (4) 提出期間 

   令和７年９月３日（水）から令和７年９月１９日（金）まで 

   持参の場合は、平日午前９時から午後５時まで（正午から午後１時の間を除く。）  

 (5) 提出先  

   前記「５(５) 提出先」のとおり 

 (6) 参加資格承認 

   このプロポーザルの参加資格承認の可否の連絡は、令和７年９月２２日（金）までに参加表明

書に記載されたメールアドレス宛てに電子メールで通知するものとする。 
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７ 企画提案書等の提出 

 (1) 提出書類 

  ア 企画提案書（様式任意） 

   ・上三川町公共施設等照明設備ＬＥＤ化事業に関する公募型プロポーザル実施要領及び上三

川町公共施設等照明設備ＬＥＤ化事業仕様書に基づき作成すること。 

   ・Ａ４版・横書き・文字サイズ１１ポイント以上とする。 

   ・１社１案として、ＰＲしたいポイントや提案趣旨などを、簡潔にわかりやすく記載し、意思表示は

明確にすること。 

   ・提出を求めていない資料を添付するなど、過大なものにならないようにする。 

  イ 業務経歴書（様式３）（再提出） 

  ウ 業務の実施体制調書（様式４） 

  エ 見積書（積算内訳も提出） 

   ・様式は任意とし、業務名称及び金額（税込価格）、積算内訳を記載することとし、施設別かつ

年度ごとに作成すること。 

・ＤＢ（設計・施工）及びＯ（維持管理）の費用区分を明確にすること。 

・見積書は税込総額にて作成すること。 

・見積書の宛名は「上三川町長」とし、事業者名を記載し押印すること。 

 (2) 提出部数   １０部 

正本１部 副本９部（副本については複写可とするが、正本と同色のものとする。） 

 (3) 提出方法 

前記「５(３) 提出方法」のとおり 

 (4) 提出期間 

   令和７年９月２６日（金）正午まで 

   持参の場合は、平日午前９時から午後５時まで（正午から午後１時の間を除く。） 

   なお、提出期間内に企画提案書等の提出がない場合は、辞退したものとみなす。 

 (5) 提出先 

   前記「５(５) 提出先」のとおり 

    

８ 候補者の選定等 

 (1) 選定方法等 

候補者の選定は、プロポーザル選定委員会において上三川町公共施設等照明設備ＬＥＤ化事

業に関する公募型プロポーザル審査基準に基づき審査を行い、次により選定する。 

  ア プレゼンテーションの内容を審査、採点するとともに、再度、企画提案書等提出書類を審査、

採点し交渉権第１位及び第２位の候補者各１者を選定する。 

交渉権第１位の候補者とは、随意契約に向けた交渉を行うものとする。 

  イ 交渉権第１位の候補者との契約締結交渉の結果、合意に至らなかった場合又は交渉権第１

位の候補者が前記「４ 参加資格」の要件を満たさなくなったとき、若しくは不正と認められ
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る行為をしたことが判明した場合は、交渉権第２位の候補者と交渉を行うものとする。 

 (2) 選定結果の通知 

   プロポーザル審査に参加した事業者に選定結果を１０月９日（木）までに通知する。 

 (3) 選定結果の公表等 

   審査結果については、事業者名を匿名とし、順位及び点数を町ホームページで公表する。ただ

し、交渉権第１位の事業者については、事業者名も公表する。なお、この選定に関する異議等

は、一切受け付けない。 

表．評価項目及び評価内容 

審査項目 
各審査項目に 

おける詳細項目 
評価基準 評点 

様式評価 １０点 

会社概要書 

（様式３） 
資格認定状況 ・本事業に関連する資格認証を保有しているか。 ５点 

実績調書 

（様式４） 
事業遂行能力 ・事業実績は十分か。 ５点 

提案書評価 ６０点 

実施方針 
実施体制 

・事業の理解度は充分か。本事業を遂行するにあたり、

適切な体制であるか。 １０点 

事業理解度 ・事業の理解度は充分か。 

施工内容 

施工工程 
・本事業を確実に遂行できる施工工程となっている

か。 

２０点 施工方法 ・施設の特性に配慮した施工提案がなされているか。 

施工品質 
・本事業を遂行するにあたり、適切な施工品質、安全

確保の方針が提案されているか。 

経済財政・ 

環境指標 

財政及び環境

への配慮 

・本事業による財政負担及び『環境負荷の削減効果』

が示されているか。※１ 
１５点 

地元への貢献 
・地元企業の活用など、地元への貢献が考慮されてい

るか。 

追加提案 

具体性 

確実性 

実現性 

独創性 

・脱炭素化に対する知見・専門性があるか。 15 点 

価格評価 ３０点 

見積価格 

（見積書） 
金額 

・見積金額が妥当であるか。 

設計・施工（ＤＢ）＋維持管理（Ｏ）の合計金額 
３０点 

※１『評価基準の「環境負荷低減の試算については、全施設1日8時間年間300日の稼働を条件とする。』 
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９ プレゼンテーション審査 

 (1) 実施日時・場所 

日時 令和７年１０月７日（火） 午後１時３０分から 

場所 上三川町役場 ３階 中会議室 

 (2) 実施時間 

１事業者につき５０分以内（概ねプレゼンテーション３０分以内、質疑応答２０分以内)とする。 

 (3) その他 

  ア プレゼンテーションは、非公開とする。 

  イ プレゼンテーションは、「７(１) 提出書類」で提出した資料に沿ってわかりやすく簡潔に行う

こととし、説明のスタイルは自由とする。 

  ウ 提出した企画提出書の内容と著しく異なるプレゼンテーションは認めない。 

  エ プレゼンテーションに使用するスクリーンとプロジェクター、HDMI ケーブルは町にて用意

する。パソコンは提案者が持参すること。 

  オ 公室に入室できる者は１事業者５名以内とし、業務の実施体制調書（様式４）に記載された業

務責任者が必ず出席すること。 

 

10 参加者の失格 

参加者が、次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

 (1) 前記「４ 参加資格」の参加資格の要件を満たさなくなった場合 

 (2) 提出書類に虚偽の記載があった場合 

 (3) 審査の公平性を害する行為があった場合 

 

11 企画提案書公募によるプロポーザルの中止等 

やむを得ない理由等により、プロポーザルを実施することができないと認めるときは、中止又

は取り消すことがある。この場合において、プロポーザルに要した費用を上三川町に請求するこ

とはできない。 

 

12 参加者の辞退 

  参加表明書提出後、都合によりプロポーザルを辞退するときは、すみやかに「15 各種問い合わ

せ先」まで連絡の上、企画提案辞退届（様式８）を提出すること。 

 

13 その他留意事項 

 (1) 本プロポーザルに参加する費用は、すべて参加者の負担とする。 

 (2) 提出書類は、日本語を用いるものとし、通貨は日本円とする。 

 (3) 書類提出後の企画提案書等の修正又は変更は一切認めない。 

 (4) 提出された書類は、返却しない。 

 (5) 企画提案書等は、候補者選定に伴う作業等に必要な範囲において、複製を作成することが
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ある。 

 (6) 本プロポーザルに係る情報公開請求があった場合は、上三川町情報公開条例（平成10年上

三川町条例第20号）に基づき、提出書類を公開する場合がある。 

(7) 本事業により得られた成果品及び全ての権利（所有権、著作権等）は、本町に帰属するもの

とする。 

 (8) この要領に定めのない事項については、別途協議のうえ決定する。 

 (9) 本企画提案への参加及び不参加を問わず、本事業において知り得た情報（周知の情報を除

く）は本事業の目的以外に使用し又は第三者に開示若しくは漏洩してはならない。 

 

14 契約までのスケジュール 

項目 期間 

ホームページによる公示 令和７年９月２日（火） 

資料閲覧期間 
令和９年９月３日（水）から 

令和７年９月１２日（金）午後５時まで 

現地調査（任意）及び 

質問受付期間 

令和７年９月３日（水）から 

令和７年９月１２日（金）午後５時まで 

質問の回答 令和７年９月１７日（水）まで 

参加表明書 

受付期間 

令和７年９月３日(水)から 

令和７年９月１９日（金）正午まで 

参加資格承認の 

可否通知 
令和７年９月２２日（月）まで 

企画提案書受付 令和７年９月２６日(金)午後５時まで 

プロポーザル審査委員会（プレゼン

テーション及び質疑応答） 
令和７年１０月７日(火) 

業者選定結果通知 令和７年１０月９日(木) 

   

15 各種問合せ先 

  上三川町建築課 住宅係 担当：川島、伊藤 

  電 話：０２８５-５６-９１４５（直通） 

  ＦＡＸ：０２８５-５６-６８６８ 

  E-mail：kenchiku01@town.kaminokawa.lg.jp  

  なお，本要領及びＬＥＤ化仕様書の内容に関する問合せは、「６ 質問の受付及び回答」のとおり

質問書（様式６）を提出すること。 

 


